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序
ベイコンの『エッセイ』は1597年に出版されて以来，モンテーニュの『エッセイ」と同
様に時代を超えて読み継がれてきた。その魅力は，考え抜かれた真理にあふれることばに
ある。真理であるからこそ，時代の変化に影響されない。ベイコンは近代初期という時代
に生きてどのような人生を送り，何を考えていたか。その生涯と彼の哲学を概観して，『エ
ッセイ』のことばの性格を彼の人生と哲学との関連で考えてみたい。
ベイコンの生涯とその哲学
（ｉ）若い時代
フランシス・ベイコンは1561年に国璽尚書ニコラス・ベイコンと母アンの次男としてロ
ンドンで生まれた。それは1558年に，エリザベス女王が父王へンリー八世の後を継いで即
位して３年目に当たる。Speddingによれば(８：lff.)，ベイコンの人生を決定した要素は
その少年時代の体験にあるという。誰にとっても，少年少女期の経験は以後の人生に大き
く影響するであろうが，生まれつき希有の知的能力を持っていたベイコンには，特にそう
であったろう。父に伴って宮廷に行き，父が女王の隣に座り議会招集の理由を集まった上
下両院の議員に説明するのを間近に見たり，女王自身から直接声をかけられる経験もあっ
た。そのような経験が，ベイコンに幼いころから国家と政治についての関心を呼び起こし
たであろうことは想像に難くない。母アンは，敬虐なピューリタンで，また当時としては
希な教養人であった。Malletによれば，彼女はエドワード６世の個人教師であったSir
AnthonyCookeの娘で，ニコラスの後妻であった。ラテン語の宗教書を翻訳するほどの才
能があったという（Mallet3)。父ニコラスはベイコンの才能を見抜き，将来国家にとって
有為な人物にしたてあげることを考えていた。当時としても若年である12歳の年に，父は
ベイコンをケンブリッジ大学に入れた。そこでの学問はアリストテレスの哲学を学ぶこと
であった。ベイコンは，大学が16世紀の終わりにもなってアリストテレスから学ぶ以上の
ものを持ち合わせていないこと，またそれ以上のものを学ぼうとする姿勢がないことを即
座に見抜いた。その体験が彼に“学問の改革，，という生涯のテーマを着想させることにつ
ながった。
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さて当時のイギリスの気がかりな問題は，宗教問題であった。すなわち，カトリックへ
の復帰を願うグループと，プロテスタントの一派であるイギリス国教会グループの対立が
あり，それは国境を越えてカトリック教国スペインとイギリスの対立でもあった。ニコラ
スは，そのような無意味な事柄に息子がかかわることを嫌い，現実生活に目を向ける人間
になることを期待した。そこでベイコンが15歳の年になったときニコラスは，外国の実状
を学ばせるために彼をフランス大使に同伴させて大陸に送った。そのようにしてベイコン
は，フランスの政治を見る機会を与えられた。内外の政治を身近に見たことは，やはり，
人生の選択において政治を自分の天職と考えることにつながったであろう。後のベイコン
の実用的思想を考えるとき，父からは現実主義を教えられ，母からは知的生活への興味を
教えられのではないであろうか。
ベイコンがフランス滞在中に父ニコラスは急死し，遺産も少なかったためにベイコンは
早速に何らかの職に就くことを考えねばならなくなった。ケンブリッジ大学の中途で法学
院グレイズ・インへの在籍を許されていたこともあり，ベイコンは法律家になるためにそ
こに進んだ。そして'582年６月に`普通バリスター，（UtterBarrister）という資格を得，
以後，法律家としての生涯を歩む。1584年にドーセット州メルカム・リージス選出の下院
議員となり公的生活を始めた。しかしベイコンにとってそれは安定した収入を得る仕事で
はなかったらしく，長く借金に苦しむ生活を送った。宮廷でのポストを得るために，大蔵
卿で伯父にあたるバーリー卿に出した手紙には，３０歳の頃のベイコンの心境と生活ぶりが
現れている。ベイコンのいう“action，,とは，何らかのポストについて女王と国家のために
身体を使って働くことを指していると思われる：
（１）Iwaxnowsomewhatancient;oneandthirtyyearsisagreatdealofsandinthe
hour-glassMyhealth，IthankGod，Ifindconfirmed；ａｎｄｌｄｏｎｏｔｆｅａｒｔｈａｔ
ａｃｔｉｏｎｓｈａｌｌｉｍpairit，becauseIaccountmyordinarycourseofstudyand
meditationtobemorepainfulthanmostpartsofactionare．（８：108）
(ii）学問の改革への意欲
その毎日の研究と思索の目的は，やはりその手紙の続きに書かれているように，人間の
持つ知識の改革であった。それはベイコンが生涯をかけて取り組んだテーマであり，すで
にもうこの頃からベイコンの頭の中に浮かんでいた。全知識を自分のものとしたことを獲
得した領土にたとえ，知識を破壊する要因を領土を侵害する略奪者にたとえて，知識改革
によって利益力ざもたらざれつことを訴えている：
（２）Iconfessthatlhaveasvastcontemplativeends,aslhavemoderatecivilends：
ｆｏｒＩｈａｖｅｔａｋｅｎａｌｌｋｎｏｗｌｅｄｇｅｔｏｂｅｍyprovince;ａｎｄｉｆｌｃｏｕｌｄｐｕｒｇｅｉｔｏｆｔｗｏ
ｓｏｒｔｓｏｆrovers,whereoftheonewithfrivolousdisputations，confutations，and
verbosities,ｔｈｅｏｔｈｅｒｗｉｔｈｂｌindexperimentsandauriculartraditionsandimpos‐
tures，hathcommittedsomanyspoils，IhopeIshouldbringinindustrious
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observations，groundedconclusions，andprofitableinventionsanddiscoveries；
thebeststateofthatprovinceThis,whetheritbecuriosity，orvaingloryor
nature,ｏｒ(ifonetakeitfavourably)Ｐ〃〃"仇ｍｐｍ,ｉｓｓｏｆｉｘｅｄｉｎｍｙｍｉｎｄａｓｉｔ
ｃａｎｎｏｔｂｅｒemoved（８：109）
ベイコンは，この頃もグレイズ・イン法学院に兄とともに暮らしていた。ベイコンの思索
的生活は，他も認めるところであった。ベイコンはバーリー卿だけでなく，やはり３０歳頃
から親しくなった，エリザベス女王の寵臣エセックス伯にも才能を認められて，愛顧を受
けていた。彼もベイコンを宮廷でのポストに就かせるため骨折っていたが，そのエセック
スとバーリー卿の息子ロバート・セシルは，不仲であった。マレットによれば，そのセシ
ルが密かに，ベイコンのことを女王に次のように告げたと言っている：
（３）CecjLwhomortallyhatedEbsgX,andhadentertainedasecretjealousyofazco"，
onaccountofhissuperiortalents,representedthelattertotheQueenasaman
ofmerespeculation；asonewhollygivenuptophilosophicalenquiries，new
indeedandamusing，butfancifulandunsolid：andthereforemorelikelyto
distractheraffairsthantoserveherusefullyandwithproperjudgment．（27）
おそらく夜遅くまで起きて，勉学に励んでいたと思われるこの頃のベイコンに対して，そ
の健康を気遣って母も次のように注意している：
（４）ＬｏｏｋｖｅｒｙｗｅｌｌｔｏｙｏｕｒｈｅａｌｔｈＳｕｐｎｏｔｎｏｒｓｉｔｎｏｔｕｐｌａｔｅＳｕｒｅｌｙＩｔｈｉｎｋｙｏｕr
drinkingtobedwardshindrethyourandyourbrother'sdigestionverymuchl
neverknewanｙｂｕｔｓｉｃｋｌｙｔｈａｔｕｓｅｄｉｔ;besidesillforheadandeyes・Observe
wellyetintime．（８：313）
(iii）『エッセイ」の出版
1597年に，『エッセイズ』の初版が出版された。それはこのようにベイコンが，思索の生
活をしながら宮廷でのポストを求めて骨を折っている時代であった。これは確かに思索の
生活から生まれた作品で，日常的な話題を取り上げて考えを述べたものである。"essaysll
という題名はベイコンが名づけたもので，個人的な観点からさまざまな話題について分析
し思索した結果を述べたものを『エッセイ」と呼ぶ習|貢は，英文学ではベイコンから始ま
る。初版には，１０の話題が取り上げられているのみで，各々のエッセイもごく短いものば
かりである。その短いことばの中に，ベイコンの発見した真理が述べられている。たとえ
ば，“OfDiscourse，，（会話について）と“OfNegociating，，（交渉について）のエッセイに
は次のようなことばがある：
（５）SOMEintheirdiscoursedesirerathｅｒｃｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎｏｆｗｉｔｉｎｂｅｉｎｇａｂｌｅto
holdeallarguments,thenofiudgementindiscerningwhaｔｉｓｔｒｕｅ,ａｓｉｆｉｔｗｅｒｅ
ａｐｒａｉｓｅｔｏｋｎｏｗｗｈａｔｍｉｇｈｔｂｅｓａｉｄ,andnotwhatshouldebethought・Some
hauecertaineCommonplacesanｄＴｈｅａｍｅｓｗｈereintheyaregood，ａｎｄｗａｎｔ
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varietie,whichkindeofpouertieisforthemostparttedious,andnoweandthen
ridiculous､Thehonourablestpartoftalkeistoguidetheoccasion,ａｎｄａｇａｉｎｅ
ｔｏｍｏｄｅｒａｔｅａｎｄｐａｓｓｅｔｏｓｏｍｅｗｈａｔｅｌｓｅｌｔｉｓｇｏｏｄｔｏｖａｒｉｅａｎｄｍixespeechof
thepresentoccasionwithargument,taleswithreasons,askingofquestions,with
tellingofopinions,andiest,withearnestButsomethingesarepriuiledgedfrom
iest,namelyReligion,mattersofstate,greatpersons,anymanspresentbusines‐
seofimportance,andanycasethatdeseruethpittie．（６：526）
（６）Ｉｔｉｓｂｅｔｔｅｒｔｏｓｏｕｎｄａｐｅｒｓｏｎｗｉｔｈｗｈoｍｅｏｎｅｄｅａｌｅｓａｆａｒｒｅoff,ｔｈｅｎｔｏｆａｌ
ｖｐｐｏｎｔｈｅｐｏｉｎｔｅａｔｆｉｒｓｔ，ｅｘｃｅｐｔｙｏｕｍｅａｎｅｔｏｓｕｒｐｒｉｓｅｈｉｍｂｙｓomeshorte
questionltisbetterdealingwithmeninappetitethenthoseｗｈｉｃｈａｒｅｗｈｅｒｅ
ｔｈｅｙｗｏｕｌｄｂｅｌｆａｍａｎdealewithanothervpponconditions,ｔｈｅstarteorfirst
performanceisall,whichamancannotreasonablydemaunde,excepteitherthe
natureofthethingbesuchwhichmustgoebefore,ｏｒｅｌｓｅａｍａｎｃａｎｐｅｒｓｗａｄｅ
ｔｈｅｏｔｈｅｒｐartiethatheshallstillneedehiminsomeotherthing,orelsethathe
beecountedthehonesterman．（６：533）
(5)では，人々の間で交わされる会話が，一般的にどのような種類の会話であるか，楽しい
会話をするために気をつけなければならないことはどんなことかなどが，(6)では，上手な
交渉の仕方，相手とのタイミングなどが述べられている。ベイコンの思索はこのように，
現実の事柄を対象とし，それを深く観察して一般性と真理をつかみ，それに基づいて実用
的な助言を述べるのが特徴である。その表現は，具体的な内容は述べないで，事柄の真理
を短いことばのなかに閉じ込めるアフォリズムである。初版のエッセイはいずれもその傾
向が強い。初版にはこのエッセイの他に“OfStudies”（学問について）“OfRegimentof
health，，（健康管理について）“OfFactioが，（派閥について）など，人間生活の身近な話題
が取り上げられている。全体的には，人間観察という性格を持ち，以後の版では視点の変
化はあるものの，全体としてはその性格に変わりはない。
(iv）哲学の建設
さて，エリザベス女王のもとで，ベイコンはついに安定したポストに任ぜられることは
なかった。1601年に，初版のエッセイを捧げた兄のAnthonyが亡くなった。1603年には
女王が亡くなり，スコットランドのジェイムズ六世がイギリス王ジェイムズー世として即
位し，ベイコンは300人のほどの人々と一緒にナイトの称号を与えられた。それは実質的な
利益をもたらすことはなかったが，ジェイムズー世の即位はベイコンの生涯にとって新し
い出発点となった。主要な哲学書である『学問の進歩』（Z肋Ａ`ひα"Ce”e"/q／αα〃'Zg）
はその２年後（1605）に出版された。
『学問の進歩」は，後のＳｙ/zﾉａＳＭｚﾉα7W加:０γαMzt"、/Ｈｉｓ〃ｒｙとともに，英語で書か
れた哲学書である。ベイコンは，既にケンブリッジ大学に在学中から，諸問題の解決も人
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類の発展もスコラ哲学では不可能であることに気付いていた。ベイコンがそれに代わる新
しい哲学を作りだす仕事に取り掛かったのは，スペデイングによれば，大学での学問に失
望した時期，すなわち15歳頃のころであった（８：４)。すなわち，少年時代の着想は約30年
後に具体化されたことになる。ベイコンはこの書物の出版の準備を1603年頃，すなわちエ
リザベス女王が死去し，その後を継いだジェイムズー世が第一回目の議会を開く間の数ヶ
月間に集中したようである（SpeddinglO：８２.)。その哲学の内容は,ベイコン自身がその
頃に書いたと思われる一枚の紙にラテン語で述べられている。すなわち，(1)自分は人類へ
の奉仕のために生まれた，従って，どのような奉仕をするか，また自分の本`性はどのよう
な奉仕に最も適しているかを考えた。(2)その結論としてたどり着いたことは，太古からの
人間の歴史を考えると，さまざまな発明や発見が最も尊ばれてきたことがわかる。しかし
とりわけ，もし誰かがいわば知の明かりを燈し，人類が現在までに持ち合わせている知識
の限界を照らし出し，その向こうに広がる未知の世界を教えてくれることに成功すれば，
それが最も偉大な人類への奉仕になるであろうし，人類が宇宙の王国を築くことにつなが
るであろう。(3)私の本性は真理の探究に向いているが，これまでそのような目的にむけて
取り組むゆとりがなかった。しかし，人間の知識の現状と国内外の事』情を考えると，私に
与えられた義務を果たさねばならない時であることを認識した。(4)`自然の解明'の仕事は
前例のない仕事であり，一つの機関を組み立てることである。急いでは失敗する。(5)出版
予定についていえば，人々に議論，関心を呼び起こすことを目的とするものは，広く読ま
れ話題にしてもらえるよう公表し，それ以外の内容については，少数のふさわしい能力を
持った人々の間でのみ，回し読みをされるようにしたい。そのほうが，自然の解明のため
の方式とそれによって発見されることがらはいっそう豊かになるであろうから（Spedding
lO：84-87)。
この壮大な計画は，－人の人間の力や－世代の時間では実現不可能なことはわかってい
たので，ベイコンは誰か強力な味方を探していた。そしてジェイムズー世に彼の計画を評
価してもらうことが最も有効であると考えた。それゆえ，最初の仕事として“学問の向上
と進歩”（ProficiencyandAdvancementofLearning）について書物を書き，国王に献呈
した。Speddingによれば，元首が交代したこの時期に，ベイコンは幸いにしてまとまった
時間的ゆとりを持つことができたので，執筆に専念することができた。書物の題名はＴｈｅ
Ａ巾α"ccｗｅ"ｊｑノルα〃"９（学問の進歩）となり，２巻に分けて別々の時期に出版された
（３：255ｆｆ)。そして，もう一つ重要な動機は，３７歳の若さでしかも学問に興味のある新
王に，この大企画を印象づけたいという気持ちもあったでろうとSpeddingは想像してい
る（１：416-18)。その内容は，第一部が知識の尊厳について，第二部が知識の欠陥と補給
についてであった。ジェイムズー世への献辞の中でベイコンは，王の知的な素質に対して
最高の賛辞を述べたあと，王への贈り物としてはこのような書物が最上であると判断した
と述べている（３：261-64)。そして第一部では，学問への尊厳が損なわれた原因として，
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(1)聖書にあるように，人が天国を追われたそもそもの原因は過度の知識欲だとして学問が
敬遠された。(2)政治的な観点から，学問は人から国家にとっての有用な気質を奪い小市民
に作り上げると考えられた。(3)学者自身，学問姿勢上の欠点があった。(4)学問内容が空
疎であった等々学問の欠点が論じられ，また逆に学問の効能として，学問は統治と軍事に
役立つこと，精神的病の治療に役立つことなどが論じられ，結論として，知識と学問こそ
人間の最も尊ぶもの，すなわち不滅'性と存続'性を備えており，例として宮殿も城も都市も
消え去った後にもホメロスの詩は一宇一句の消失もなく現在に受け継がれている，と知識
と学問の尊厳を称える(Johnston58-59)。第二部は，歴史，哲学，宗教，政治，医学，数
学，コミュニケーションなど，大小様々な分野にわたる学問の種類とその内容が述べられ，
学問の分類と解説である。国王への献辞の中でベイコンは「私は今，学問の全体を忠実に
巡視して，どの分野が手付かずで未開拓のままであるか，また人間の勤勉によって改善改
造されないままになっているかを明らかにし，そのような企てがなされたことが人々の記
憶に残り，［知識開発のための］公的指名に光を投じ，また自発的努力の喚起にも役立つよ
うにすることを目論んでいます。そのような意図にもかかわらず，今回の私の目的は欠如
と欠陥を指摘するだけで，誤りや不完全な点を論破することではありません。というのが，
どの土地が肥やしを与えられていないかを明らかにすることと，肥やしを与えられながら
もできが悪いのを修正することは別のことだからです（Johnston66)」と言っている。『学
問の進歩」の1605年版の題名は，Ｔｈｅｎ(ﾉｏｏＢＤ０ﾉｾＭ/Ｆﾉtz"c太azco〃ｃＷ/ieDzlﾉﾌﾞ此"Ｃｅ
α"‘Acllzﾉα"Ce"zc"ｔｑ／Ｌｅａ７ｗｊ'ｚｇＤｊｚﾉﾉ"ｃα"‘肋加α"ｅとなっている（３：259)。その題名
が示すとおり，この書は学問の全ての分野を対象としている。学問あるいは知識の現状を
明らかにし，いかにすれば知識を増大させることができるかについて，自身が何年にもわ
たって考えてきた企画について論理的，体系的に論じたものである。例えば，人間の持つ
知識の種別についてベイコンは，第二巻で次のように書いている：
（７）Ｖ・ＬＴｈｅｋｎｏｗｌｅｄｇｅｏｆｍａｎｉｓａｓｔｈｅwaters,somedescendingfromabove,and
somespringingfrombeneath;ｔｈｅｏｎｅｉｎｆｏｒｍｅｄｂｙｔｈｅｌｉｇｈｔｏｆnature,theother
inspiredbydivinerevelationThelightofnatureconsistethinthenotionsofthe
mindandthereportsofthesenses:ｆｏｒａｓｆｏｒｋｎｏwledgewhichmanreceiveth
byteaching,itiscumulativeandnotoriginal;ａｓｉｎａｗａｔｅｒｔｈａｔｂｅｓｉｄｅｓｈｉｓｏｗｎ
ｓｐｒing-headisfedwithotherspringsandstreams・Ｓｏｔｈｅｎ，accordingtothese
twodifferingilluminationsororiginals，knowledgeisfirstofalldividedinto
divinityandphilosophy、
２．Ｐ/i幼sOｶﾉi吻冗獅必ｓ/zﾉＭｂ/b〃伽Sc帆加””［Primaryphilosophy,orthe
spring-headofthescienceslInphilosophy,thecontemplationsofmandoeither
penetrateuntoGod,orarecircumferredtonature,orarereflectedorreverted
uponhimselfOutofwhichseveralinquiriestheredoarisethreeknowledges；
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divinephilosophy,naturalphilosophy,andhumanphilosophyorhumanity・For
allthingsaremarkedandstampedwiththistriplecharacter，ｏｆｔｈｅｐｏｗｅｒｏｆ
Ｇｏｄ,thedifferenceofnature,ａｎｄｔｈｅｕｓｅｏｆｍａｎ・Butbecausethedistributions
andpartitionsofknowledgearenotlikeseverallinesthatmeetinoneangle,ａｎｄ
ｓｏｔｏｕｃｈｂｕｔｉｎａｐｏｉｎｔ;ｂｕｔａｒｅｌｉｋｅｔｈｅｂｒａｎｃｈｅｓｏｆａｔｒｅｅ,ｔｈａｔｍｅｅｔｉｎａｓｔｅｍ，
whichhathadimensionandquantityofentirenessandcontinuance，beforeit
cometodiscontinueandbreakitselfintoarmsandboughs:thereforeitisgood，
beforeweenterintotheformerdistribution,ｔｏｅｒｅｃｔandconstitureoneuniver‐
salscience,ｂｙｔｈｅｎａｍｅｏｆＰﾉiノルsOPhjnP冗加cz,primitiveorsummaryphilosophy，
ａｓｔｈｅｍａｉｎａｎｄｃｏｍｍｏｎｗａｙ,ｂｅｆｏｒｅｗｅｃｏｍｅｗｈｅｒｅｔｈｅｗａｙｓｐａｒｔａｎddivide
themselves；whichsciencewhetherIshouldreportasdeficientorno，Istand
doubtful（Johnston83）［"Ｖ､１．，２．，，は編者による区分］
ベイコンのことばは，分析的で論理的である。Ｖ１では，知識というものの性格を水にた
とえ，水には天から降ってくるものと地から湧き出てくるものがあるように，知識にも自
然の光から得られるものと神の啓示によるものがあると説明する。そして自然の光という
ことばを再び分析して，頭で考えて得られる知識と人に教えられて得られる知識があると
いう。Ｖ２では，人間の思索は，神についてか，自然についてか，人間についてかの三通
りであり，その各々は神学，自然哲学，人文学となる，がしかし学問の性質はちょうど一
本の木の幹から枝が分かれるのに似るから，その幹にあたる基本的学問を作らねばならな
いと述べてゆく。知識というものの'性格を解説するために比楡を使いながら，整理して論
じている。論理的な記述である。
ベイコンの思想は，この書物を書いた頃から，次第により大きな企画に発展してゆく。
生活面でも大きな変化があった。1605年にはアリス・バーナムと結婚した。1607年ついに
SolicitorGeneral（法務次官）のポストに就くことができ，長年の念願がかなった。１６１０
年には高齢の母が亡くなっている。そして「エッセイ』の第２版が1612年に出版された。
初版はたった10編のしかも短いエッセイばかりであったが人気があったようで，第２版が
出るまでに３度も再版が出た。その事情についてスペデイングはこう言っている：
（８）ＩＴｉｓａｆａｃｔｖｅｒｙｃｒｅｄｉｔａｂｌｅｔｏｔｈｅｒｅadingpublicofthosedays,thatavolume
whichoffersnoentertainmentexceptsolidobservation，packedascloseas
possibleandstrippedofallornament，wasthricereprintedwithinnineyears
afteritsfirstappearance,viz・inl598,ｉｎ1604,andinl606Itisdoubtfulhowever
whetherBaconhimselfhadanythingtodowithanyoftheseeditions;ｗｈｉｃｈａｒｅ
ｓａｉｄｔｏｈａｖｅｂｅｅｎｍｅｒｅｌｙｒｅprints,withoutadditionoralteration,exceptsome
changesinthespelling,．．．（６：535）
第２版は38編のエッセイを含み，初版の１０編のエッセイは１編を除いてすべて２版にも引
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き継がれ，内容は改訂され，いずれも元のエッセイに書き加えられたことばによって長く
なった。また51歳という年齢に達し，人生上の経験を積んだ者にふさわしいエッセイも多
くなっている。例えば，「死について」「結婚と独身について」「親と子について」「青年と
老年について」などである。また，法務次官として国王ジェイムズー世のもとで国政に携
わる生活を反映したエッセイも現れる。例えば「貴族について」「高位について」「帝王に
ついて」「王国の偉大さについて」などである。それらの中から(9)は“OfMarriageand
SingleLife”（結婚と独身について)，（１０は“OfNobility聯，（貴族について）のことばであ
る。いずれもそのような立場の人間についての観察である：
（９）Heethathathwifeandchildren,hathgiuenhostagestofortune・Ｆｏｒｔｈｅｙａｒｅ
ｉｍｐｅｄｉｍｅｎｔｓｔｏｇｒｅａｔｅｎterprises,eitherofvertueormischiefCertainlythebest
works,andofgreatestmeritforthepublikehaueproceededfromthevnmarried，
orchildlessemen;whichhauesoughteternityinmemory,andnotinposterityi
andwhichbothinaffectionandmeans,hauemarriedandendowedthepublike．
（６：547）
（ｌ０ＡｇｒｅａｔｊＶｂ６ｊ/伽addethmaiestytoa／MO"α元/２，butdiminishethpower：and
puttethlifeandspiritintothepeople;butpresseththeirfortunesltiswellwhen
noblesarenottoogreatforSb"eﾌﾞtzjig"比,norfor伽此c;andyetmaintainedin
thatheight,astheinsollencyofinferioursmayｂｅｂｒｏｋｅｎｖｐｏｎｔｈｅｍ,ｂｅｆｏｒｅｉｔ
ｃｏｍｅｏｎｔｏｏｆａｓｔｖｐｏｎｔｈｅｍａiestieofK〃zgs・CertainelyKi昭sthathaueable
menoftheirNobility,shalfindeaseinimployingthem;ａｎｄabetterslideintheir
businesse:Forpeoplenaturallybendtothem,ａｓｂｏｒｎｅｉｎｓｏｍｅｓｏｒｔｔｏｃｏｍｍａｎｄ．
（６：549-50）
さて，多忙な生活の中でベイコンの頭の中には哲学の体系が組み立てられて行った。その
哲学とは，彼自身が“InstauratioMagna”（Greatlnstauration，大更新）と呼ぶもので
ある。すなわち万物の支配者として最初に神が人を造った状況に戻すために，停滞したま
まのあらゆる知識を改革しようとする企画である。これは，結局は未完成に終わったが，
その具体的な構想は1620年に出版されたＭ２ﾉ"加○ｿigzz""”（新機関）というラテン語で
書かれた哲学書の最初の部分に示されている。それによれば，１，Ｍz"ﾌzz"ｏＭｚｇ"αは全体
で６部門から構成されることになっていた。第１部は学問の分類，第２部は新機関，すな
わち自然の理解のための指針，第３部は宇宙の諸現象，すなわち哲学の基礎となるべき自
然誌と実験誌，第４部は知性の段階，第５部は先駆者達，すなわち新しい哲学への期待，
第６部は新しい哲学，すなわち行動する科学，となっている（Spedding4：２２)。Robert
LeslieEllisの解説によれば,そのように分類された計画のうちほぼ完成しているものは第
１部のＤｃＡｚ`g"e"雄（増大について）のみで，しかもそれはもともと英語で書かれた『学
問の進歩」のラテン語による増補改訂版と言うべきものである。第２部がＭｚﾉ勿加Ｏ'gZz"""Z
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（新機関)で，第３部以下は小品や序言があるのみで，未完成である(Speddingl：72-77)。
“NovumOrganum”というラテン語は，アリストテレスの論理学および学問理論を指す
ギリシャ語の“organon”に対してベイコンが考えた語で（Drabble`NovumOrganum，)，
アリストテレスに代わる論理学を提唱しようとするベイコンの気持ちが伺える。Farrington
の解説によれば，ベイコンは中世以来行われてきたアリストテレスの学問は，議論には役
立つが人間生活の向上には全く無効で，人間による自然支配を目指していたベイコンには
それに代わる新しい学問が必要であった（Farrington92-94)。アフォリズムで書かれた
Ｍ２ﾉ"籾O7gzz""柳の最初の部分で，ベイコンは人間と自然の関係をつぎのように述べて，
自然についての知識の増大の必要性を説く。この書物は，ラテン語で書かれているが，英
語に翻訳されたことばは『エッセイ』の調子に非常によく似ている。ベイコンによって発
見された真理のことばであることと，単純な文構造が同じだからであろう。最初の５つの
アフォリズムは次のようである。（Speddingの英語訳による）：
０１)１．MAN,beingtheservantandinterpreterofNature,ｃａｎｄｏａｎｄｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｓｏ
ｍｕｃｈａｎｄｓｏｍｕｃｈｏｎｌｙａｓｈｅｈａｓｏｂｓｅｒｖｅｄｉｎｆａｃｔｏｒinthoughtofthecourse
ofnature:beyondthisheneitherknowsanythiｎｇｎｏｒｃａｎｄｏａｎｙｔｈｉｎｇ
ｌＬＮｅｉｔｈｅｒｔｈｅnakedhandnortheunderstandinglefｔｔｏｉｔｓｅｌｆｃａｎｅｆｆｅｃｔｍｕｃｈ
ｌｔｉｓｂyinstrumentsandhelpsthattheworｋｉｓｄｏｎｅ，ｗｈｉｃｈａｒｅａｓｍｕｃｈ
ｗａｎｔｅｄｆｏｒｔｈｅｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇａｓｆｏｒｔｈｅｈａｎｄＡｎｄａｓｔｈｅｉnstrumentsofthe
handeithergivemotionorguideit，sotheinstrumentsofthemindsupply
eithersuggestionsfoiFtheunderstandingorcautions
llLHumanknowledgeandhumanpowermeeｔｉｎｏｎｅ;ｆｏｒｗｈｅｒｅｔｈｅｃａｕｓｅｉｓｎｏｔ
ｋｎｏｗｎｔｈｅｅffectcannotbeproducedNaturetobecommandedmustbe
obeyed;ａｎｄthatwhichincontemplationisasthecauseisinoperationasthe
rule．
Ⅳ、Towardstheeffectingofworks,ａｌｌｔｈａｔｍａｎｃａｎｄｏｉｓｔｏｐｕｔｔｏｇｅｔｈｅｒorput
asundernaturalbodiesTheresｔｉｓｄｏｎｅｂｙｎａｔureworkingwithin
V・Ｔｈｅｓｔｕｄｙｏｆｎａｔｕｒｅｗｉｔｈａｖｉｅｗｔｏｗｏｒksisengagedinbythemechanic,the
mathematician,thephysician,thealchemist,andthemagician;ｂｕｔｂｙａｌｌ(as
thingsnoware)withslightendeavourandscantysuccess．（４：４７）
しかしこのｊＶｂＺＷ"ｚＯﾉZgZZ"勿加も，その第１巻は完結しているが第２巻は未完であり，帰
納法と呼ばれる新しい哲学は紹介に止まり方法と規則については説明不足のままであると
言われている（Farringtonll4)。
(ｖ）失脚とその後の人生
ベイコンは大法官の地位にあった1621年に裁判の訴訟人から賄賂を受け取ったという罪
で告発され，上院の判決の結果一切の公職から追放ざれ罰金４万ポンドの刑を受けること
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になった（Speddingl4：270)。ジェイムズー世の治下で法務次官から大法官まで登りつめ
たベイコンは，こうして栄華の絶頂から転落した。以後の人生は逆境の年月であったが，
それはベイコンに時間のゆとりを与えることになった。今まで時間不足のために構想のみ
であった仕事に取り掛かることができ始めた。そうして失脚の翌年(1622)には早くもHis/ory
q/Ｈｂ"”Ｊ/ﾛﾉＩを，その翌年にかけては一種の百科事典であるＨ２S/ＭＺｚＪ/b"〃"'〃（History
ofWinds）およびＨｉｓ加加Ｖﾂ伽ＣＭ、'fｓ（HistoryofLifeandDeath）を出版した。ま
たＩ>zs剛、"ｏＭＺｇ"ａ（TheGreatlnstauration）の第一部となるべき作品として、C
AZ`97,ＯＢ"ｊｉｓＳｂ伽加池沈（OftheAugmentationofScience)をも完成した。1625年には
EbscZysの最終版となった第３版を出版したがベイコンは既に60歳を超えていた。第３版は
新たに20編のエッセイが加えられて58編になった。以前からのエッセイには改定が施され，
多くは改訂の結果元のものより大きくなった。第２版の時と同様にこの版にもベイコンの
その後の生活を反映したと思われるエッセイがいくつか書き加えられている。例えば「逆
境について」「旅について」「建築について」「庭園について」などである。（12)は「逆境に
ついて」のことばで，その頃のベイコンの境遇を思うとき自身を励ますようなことばであ
る。（１３は「建築について」の一節でこれまでのエッセイのアフォリズム的な調子が消え具
体的なこまごましたことまで書かれている：
（12）Prosperityisnotwithoutmanyfearsanddistastes;andAdversityisnotwithout
comforｔｓａｎｄｈｏｐｅｓＷｅｓｅｅｉｎｎｅｅｄｌｅ－ｗｏｒｋｓａndembroideries，ｉｔｉｓｍｏｒｅ
ｐｌｅａｓｉｎｇｔｏｈａｖｅａｌｉｖｅｌｙｗorkuponasadandsolemnground,ｔｈａｎｔｏｈａｖｅａ
ｄａｒkandmelancholyworkuponalightsomeground:judgethereforeofthe
pleasureoftheheartbythepleasureoftheeye､Certainlyvirtueislikeprecious
odours,mostfragrantwhentheyareincensedorcrushed:forProsperitydoth
bestdiscovervice;butAdversitydothbestdiscovervirtue．（６：386）
（13IFirsttherefore,Ｉsayyoucannothaveaperfectpalace,exceptyouhavetwo
severalsides;asideforthebanquet,ａｓｉｓｓｐｏｋｅｎｏｆｉｎｔｈｅｂｏｏｋｏｆＨｅｓｔｅｒ,and
asideforthehousehold；theoneforfeastsandtriumphs，andtheotherfor
dwelling・Iunderstandboththesesidestobenotonlyreturns,ｂｕｔｐａｒｔｓｏｆthe
front;andtobeuniformwithout,thoughseverallypartitionedwithin;ａｎｄｔｏｂｅ
ｏｎｂｏｔｈｓｉｄｅｓｏｆａｇｒｅａｔａｎｄｓｔａｔｅｌｙｔｏｗｅｒｉｎｔｈｅｍｉｄｓｔｏｆｔｈｅｆｒｏｎｔ,that，ａｓｉｔ
ｗｅｒｅ,joineththemtogetheroneitherhandlwoｕｌｄｈａｖｅｏｎｔｈｅｓｉｄｅｏｆｔｈｅ
ｂａｎｑｕｅｔ,infront,oneonlygoodlyroomabovestairs，ｏｆｓｏｍｅｆｏｒｔｙｆｏｏｔhigh；
andunderitaroomforadressingorpreparingplaceattimesoftriumphs．（６：
482）
精力的に仕事を続けていた最中の1626年３月に時節はずれの雪が降り，ベイコンは雪が
塩と同様に腐敗防止の効果があるかどうかを確かめようとして－羽の鶏を買いそれに雪詰
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めをしていた。その時急に悪寒を覚えて知人の家に避難した。軽く考えていたが，それが
もとで1626年４月９日に死亡した（Speddingl4：549-51)。死の翌年（1627）には彼の
家の牧師であるＤｒ・ＲａｗｌｅｙによってＳＭｚﾉａＳｙ/zﾉα池加とＭｚ(ﾉＭｔｚ"たが出版された。前
者は題名はラテン語だが中身は英語で書かれ`ANaturalHistory'という副題が付いてい
る。後者は理想郷を描いた未完の物語で，哲学の大更新が実現した場合に具現化されるべ
き世界を描いているがやはり未完の作品である。
ベイコンはこのように人類への奉仕を神が自身に与えた任務と考え，そのための哲学を
作り上げ普及することがその奉仕につながると考えた。ベイコンは人生の早い時点にその
任務を自覚し，その目的を実現するのために大小の哲学書を英語とラテン語の両方で書い
た。公務に追われ時間的にもまた企画の規模の点でも一人では無理で以上のような結果に
なった。
ベイコンの作品の中で，『エッセイ』は異色の作品である。それはベイコンの哲学の一部
をなす作品ではない。しかしそれは36歳の年に初版を出版し，５１歳の年に第２版，そして
死の直前の64歳の年に第３版を出版したことに見られるとおり，ベイコンが生涯にわたっ
て増補改訂を繰り返した作品で，自分では「取り留めのない瞑想……」“dispersed
Meditacions，，（Kiernan317）と言っているけれども，推敲を重ねたことばである。Spedding
はベイコンの全集の分類を‘哲学的作品，と‘文学および職業的作品，に二分類しているが
『エッセイ』は後者に分類されている。哲学的作品には入っていないものの内容的には哲学
的なことばが多い。英語という言語に将来性を認めなかったベイコンが英語で書いた書物
という点でも特色ある作品である。また哲学的作品は，人類の知識の全分野を組織的，系
統的に増大することを企てた作品である。それに対し「エッセイ』は人間のさまざまな活
動に対するベイコンの知的観察の成果である。全ては人間に関係していて人間百科という
感がある。Davieset．ａ１．編のＡＣＯ"ＣＯ九伽Ｃｅ加仇eESs“ｑ/Ｆ、"c左Btzco〃を見ると，
出現する語彙の中でもっとも多いものは，‘`Man，,の331回，“Men，，の260回で，この二つ
の語の合計は第３位の“Great，，（223回）を大きく超えている。「エッセイ』の話題は人間
生活の巾広い分野と場面にわたり，現代的分類をすれば，哲学，医学，宗教，政治，経済，
建築学などである。
結語
ベイコンは，人間のもっとも大きな特性である知性に注目した。知性の働きの結果とし
ての学問と知識の改革こそ，人間を自然の支配者に変える原動力になると信じた。ベイコ
ンの哲学は，このように人間の力への期待を示す。その意味で近代初期のルネサンス運動
の性格を持ち合わせている。ルネサンスという文化活動は（１）航海者と天文学者による地
球や天体に関する新しい発見（２）宗教改革者によりもたらされた中世教会からの精神的開
放（３）人文主義者による古典研究を通じてもたらされた人間への興味の増大などが主要な
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`性格であろう。このような活動によって人は自然や人間自身に対する見方を変えていった。
神という非現実の存在が人間精神を支配していた時代から，現実へ関心を向ける時代に移
行していった。科学的な見方の誕生である。つまり人間はそのもっとも人間らしい特性で
ある知性を働かすようになった。ベイコンはそのような時代に生き，法律家，政治家とし
ての生涯を送った。人類の進歩のためは知識の増大が不可欠であることを早くから気付き，
そのテーマを神が自分に与えた仕事と考えて多忙な生活の中にありながら生涯をかけて思
索と執筆を続けた。ベイコンのいう知識とは現代流に言えば百科事典的な知識のことであ
る。百科事典に見られるような広大な知識の体系作りのために思索した。そのような生活
から『エッセイ』が書かれ，哲学が築かれた。その哲学は近代的な科学を作り出すために
人間の知性の現状を研究しそれに指針を与えた書物であり『エッセイ」はベイコン自身の
人間研究，すなわち，観察に基づく人間発見の書物と言えよう。大航海が地球の新しい見
方を教えたごとく，ベイコンの『エッセイ』は人間への新しい見方を教えた。(8)にあるよ
うな状況は，当時の読者にもそのような新しい見方への興味が起こりつつあったことを証
明するであろう。
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Summary：
ThepresentpaperstudiestherelationshipbetweenFrancisBacon'slifeandthe
languageofhisE3scZyslnhisearlydays,Baconfoundhumanknowledgetobeflawed
HearrivedatthisrecognitionthroughhislifeatCambridgeUniversity,whereScholas‐
ticismwasinpower・Inl597hepublishedEsscZyslthadtenshortessaysrelatedtoman，
whichwerehisobservationofman，spersonalorsocialbehaviour・WhenJamesIcame
tothethrone，Baconthoughtofwritingabookofphilosophyfortheimprovementof
humanknowledge,whichbecamehislifetheme・ThushededicatedZ肋Ａ`zﾉα"Ce”e"t
cl/Zeaγｿｚｊ咽ｔｏｔｈｅｙｏｕｎｇｋｉｎｇｉｎｌ６０５・Hisphilosophygraduallydevelopedintoa
largerscalecalledlnstauratioMagna(GreatInstauration).Alongwiththisphilosophi‐
calmeditation,BaconcontinuedhisobservationaboutmenTheresultswerepublished
asthesecondandthirdeditionsoftheEsscZySinl612andl625respectively、Inhis
philosophywecanreadabouthisinterestinhumanintellect,andinE3szZyswecanread
hisobservationsaboutmanBothrepresentthenewscientificspiritofhisday．
